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■2021年9月・10月・11月の株価、出来高、時価総額の推移 コンドーテック・証券コード：7438
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　2021年のノーベル物理学賞受賞者
が決定した。米プリンストン大学上席研
究員・真鍋淑郎氏（90）である。気象学
での受賞、日本人でありながら国籍は米
国、など異色づくめだが、記者会見での
発言も反響を呼んでいる。日本の科学技
術と独創性について考えてみた。

気象学での受賞

　日々の天気の移り変わりを「気象」と
呼ぶのに対し、地球や大陸といった広域
の天気や気温などの長期的傾向を「気
候」という。真鍋氏は、気候という考え方
が浸透していなかった1960年代に「大
気・海洋結合モデル」という革新的な手
法を開発し、気候変動の予測に道を開
いた。また大気中の二酸化炭素濃度に
も注目し、濃度が高くなると気温が上昇す
ることをシミュレーションで明らかにし、二酸
化炭素が温暖化を加速することを初めて
科学的に検証した。この計算モデルは地
球温暖化に対する国際的な関心を高め
る契機となり、英国で開催されたCOP26
（国連気候変動条約国会議）での議論
につながっている。

米国籍を取得

　真鍋氏は愛媛県新立村（現四国中
央市）で生まれ、東大大学院で博士号

を取得したあと渡米し、アメリ
カ国立気象局（現海洋大
気局）に入局、初期のコンピ
ュータを駆使して地球の大
気全体の流れをシミュレート
する気候数値モデルを開発
した。
　1997年にはいったん日本
に帰国し、科学技術庁（当時）の地球
温暖化予測研究部門の管理職ポスト
に就いたが、日本の縦割り行政や官僚
の体質に馴染めず辞任、2001年再び
米国に戻ることとなる。真鍋氏は「米国
では他人がどう感じるかを気にせず、自
分のやりたいことが何でも出来る」と述べ
ている。このあと真鍋氏は米国籍を取得
し、今日に至っている。

日本人と「世間」

　日本には「社会」とは別に、「世間」と
いう言葉がある。「社会」は明治初期
“society”の訳語として生まれた言葉だ
が、「世間」は万葉集の時代から延 と々
使われてきた。「世間」とは「社会」より狭
い範囲を指し、自分が関りを持つ人 と々
の関係を指すと考えられるが、その輪郭は
今一つはっきりしない。
　ところが日本人は長い間曖昧な「世
間」を常に意識し、世間の評判を気にし
ながら生きてきた。世間から後ろ指を指さ
れたり、顔向けできなくなることを恐れる。
世間の内部では競争はできるだけ排除
され、有能な人も有能でない人も、世間
の掟を守っている限りそこから排除される
ことはない。多くの日本人は世間の枠組
みを守って平穏に生きることを優先させて

きたが、これからの時代にもその生き方は
通用するのだろうか。

他人と調和的に生活できない

　真鍋氏の経歴と発言を振り返ると、独
創的な発想が世間の壁に阻まれる日本
の環境に耐えられなかったのではないか、
と考えられる。大学院卒業後すぐアメリカ
に職を求めたこと、いったん帰国するもす
ぐアメリカに戻り、米国籍を取得してアメリ
カでの研究活動に没頭されたことは、氏
が世間体や世間の同調圧力を嫌い、好
奇心や独創性を大事にされた結果と推
測できよう。日本に帰りたくない理由として
「周囲に同調する能力がないからです」
と控えめに答えておられるが、真意は「世
間」からの解放だったのではなかったか。
　日本の科学技術はここ数十年低迷
し、経済をはじめ国力も低下している。独
創的な発想や研究が生まれにくい社会
になってはいないだろうか。真鍋氏も「日
本の研究は、好奇心に基づくものがどん
どん少なくなっている」と指摘している。また
「どうしたら日本の教育が良くなるのか、考
えてほしい」と注文する。世間の同調圧
力に屈しない、個性や独創性、探求心や
多様性を伸ばす教育改革が求められて
いるのではないか。

異色のノーベル物理学賞

980 27,821.761,035 930 960 481.4 260.5

『にこプロ』とは女性活躍推進を前提とした新規事
業を検討するプロジェクトです。
プロジェクト名は、初期メンバーである女性社員7人の名前の頭
文字をとって名付けられました。また、しなやかに風に揺れる柳
は、女性に例えられる植物でもあることから、にこやかに女性が
活躍できるようにという意味が込められています。

●他メーカーの追随を許さ
ない極小サイズで、作業の邪
魔にならないコンパクトフォ
ルム !内部構造を徹底的に
見直し、従来品(HL-M型)と
比較してケース容積を約55
％削減しました。
●ランヤードの性能を向上
させつつも、驚きの軽さを実
現。 使用可能な質量は130ｋｇ
で、フルハーネスと胴ベルトの
どちらでも使用できます。
●万一の墜落の際には、約
0.24秒の高速ロックで瞬時に
人体の落下を制止します。これ
は現行品と比較すると約22%
早く、身体にかかる衝撃をやわ

らげます。

\\お問い合わせは…弊社各支店・営業所まで//

世界最小の巻取器!
国内最軽量!
0.24秒の高速ロック！

REELOCKminiTITAN新規格
巻取式ランヤード

「墜落制止用器具の
 規格」適合品

『にこやか やなぎプロジェクト』（略称  にこプロ）
提案商品第1弾！
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型番

種類

種別

使用可能質量

ランヤードの長さ

ストラップ

重量

HL-HS-130 型
シングル

■仕様

約 700g 約 1,280g

HL-HW-130 型
ダブル

フルハーネス型／胴ベルト型 兼用

第一種（4kN）

１３０kg

約 1,550 ㎜（収納時 約 660 ㎜）

幅：18.5 ㎜　厚さ：1.35 ㎜

HL-HS-130 型

第1弾

HL-HW-130 型

990 28,892.69996 961 977 216.8 265.2

1,011 29,452.661,065 986 995 337.9 270.0

墜落制止用器具 巻取式ランヤード「REELOCK mini」SDGs貢献商品情報


